
高校生活の心得 Ｒ６・１・１８

（校則制定の背景）
本校では、生涯にわたり、人間としての成長と発達を続けていく基盤となる力を養うと

ともに、社会の有為な形成者としての資質の育成を図るため、次の教育目標を設定してい
ます。
生命の尊重を第一に、健康と安全に留意して高校生としての本分を全うし、教育目標を

達成することができるよう、ここに高校生としての心得をまとめました。しっかりと内容
を理解し、充実した学校生活を送ることができるよう、心掛けてください。

〇教育目標

校訓「篤志」
深く考え、学びつづける人となる。
努力をつづけ、たくましく生きぬく人となる。
礼儀正しく、心豊かな、いのちをいつくしむ人となる。

〇日課表
通年

月 予鈴 ST 第1限 第2限 第3限 第4限 昼放課 第5限 第6限 第7限 一 斉 終礼

・ 清 掃

水 8:35 8:40 8:50 9:50 10:50 11:50 12:40 13:20 14:20 15:20 16:15 16:30

曜 ～～～～～～～～～～～

日 8:50 9:40 10:40 11:40 12:40 13:15 14:10 15:10 16:10 16:25 16:35

火 予鈴 ST 第1限 第2限 第3限 第4限 昼放課 第5限 第6限 一 斉 終礼

木 清 掃

金 8:35 8:40 8:50 9:50 10:50 11:50 12:40 13:20 14:20 15:15 15:30

曜 ～～～～～～～～～～

日 8:50 9:40 10:40 11:40 12:40 13:15 14:10 15:10 15:25 15:35

校舎開錠 7:30（早朝課外のある日は、7:15）
校舎施錠 17:00

１ 登下校について

⑴ 登下校
交通ルールを遵守し、危険予知に心がけ、時間と心にゆとりを持った登下校に努

める。
登下校の方法は、公共交通機関の利用、徒歩、自転車を原則とする。服装は、制

服の着用を原則とする。

⑵ 交通事故にあったとき
直ちに保護者・警察・学校に連絡をする。
軽微なけが、あるいは、接触程度の場合でも、お互いの住所・氏名・連絡先の確

認をする。

⑶ 保護者等による自家用車の乗り入れについて
登下校は、公共交通機関等の利用を原則とする。やむを得ず、校内に車両を乗り

入れる場合には、「十分な徐行」と「危険予知」に努めて走行する。


